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そして、初等、中等教育学習者のために開発されたAAPPL（e ACTFL Assessment of 
Performance toward Prociency in Languages）についても紹介されており、最新のOPIにつ
いての情報が網羅されている。
早稲田日本語教育学　第29号
134
３．本書の日本語教育における意義と展望
近年、日本語学習者の学習の目的はますます多様になっており、本書で「学習者のプ
ロフィシェンシーの幅も広くなってきた」（p.243）と述べられているように、学習者の求
める言語目標に合わせた日本語指導がより求められていくものと思われる。OPIの概念や
実践はそういった個々の学習者の言語目標を達成するための指導や評価に有用なものであ
ると言えよう。本書は、OPIの概念や方法を活用した教育・研究について解説しており、
OPIの理論から実践までを網羅的に知ることができる点で意義があると言えよう。一方、
実際の教育現場や研究の場においては、OPIの応用的な活用はまだ十分ではない状況であ
ると考えられる。本書の教育現場におけるOPIの事例は、学習者の伝えたいことを相手
に適切に伝えられる能力を育むための教育のあり方を考える一助となると言えよう。ま
た、本書のOPI のデータを活用した研究事例は、研究時に分析方法を検討する際の参考
とすることができる。多角的にデータを捉える視点のヒントを与えてくれるものだと思わ
れる。本書で解説されているOPIの教育現場での実践や研究の事例は、今後の日本語教
育分野の発展に大きく寄与するものであろう。教育・研究でのOPIのさらなる活用を期
待したい。
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